
教員に求められる資質能力に関する関連答申

○平成１８年中央教育教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」

教員を取り巻く社会状況が急速に変化し、学校教育が抱える課題も複雑・多様化す

る現在、教員には、不断に最新の専門的知識や指導技術等を身に付けていくことが重

要となっており、「学びの精神」がこれまで以上に強く求められている。

・・・

大学の教育課程を、「教員として最小限必要な資質能力」（注１）を確実に身に付け

させるものに改革する。

（注１） 「教員として最小限必要な資質能力」とは、平成９年の教養審第一次答申において示さ
れているように、「養成段階で修得すべき最小限必要な資質能力」を意味するものである。
より具体的に言えば、「教職課程の個々の科目の履修により修得した専門的な知識・技能
を基に、教員としての使命感や責任感、教育的愛情等を持って、学級や教科を担任しつつ、
教科指導、生徒指導等の職務を著しい支障が生じることなく実践できる資質能力」をいう。

○平成１７年中央教育審議会答申「新しい時代の義務教育を創造する」

① 教職に対する強い情熱

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感など

② 教育の専門家としての確かな力量

子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導の力、学級づくりの力、学習指導

・授業づくりの力、教材解釈の力など

③ 総合的な人間力

豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュ

ニケーション能力などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力していくこと

○平成９年教育職員養成審議会第一次答申

① いつの時代にも求められる資質能力

教育者としての使命感、人間の成長・発達についての深い理解、幼児・児童・

生徒に対する教育的愛情、教科等に関する専門的知識、広く豊かな教養、これら

を基盤とした実践的指導力等

② 今後特に求められる資質能力

地球的視野に立って行動するための資質能力、変化の時代を生きる社会人に求

められる資質能力、教員の職務から必然的に求められる資質能力

③ 得意分野を持つ個性豊かな教員

画一的な教員像を求めることは避け、生涯にわたり資質能力の向上を図るとい

う前提に立って、全教員に共通に求められる基礎的・基本的な資質能力を確保す

るとともに、積極的に各人の得意分野づくりや個性の伸長を図ることが大切であ

ること

資料５－２
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参 考

教員に求められる資質能力に関する関連答申〈抜粋〉

１．今後の教員養成・免許制度の在り方について(答申)

(平成１８年７月１１日 中央教育審議会)

１．これからの社会と教員に求められる資質能力

(2) 教員に求められる資質能力

○ このような社会の大きな変動に対応しつつ、国民の学校教育に対する期待に応え

るためには、教育活動の直接の担い手である教員に対する揺るぎない信頼を確立し、

国際的にも教員の資質能力がより一層高いものとなるようにすることが極めて重要

である。

○ 教員に求められる資質能力については、これまでも本審議会等がしばしば提言を

行っている。例えば、平成９年の教育職員養成審議会（以下「教養審」という。）

第一次答申等においては、いつの時代にも求められる資質能力と、変化の激しい時

代にあって、子どもたちに〔生きる力〕を育む観点から、今後特に求められる資質

能力等について、それぞれ以下のように示している。

① いつの時代にも求められる資質能力

教育者としての使命感、人間の成長・発達についての深い理解、幼児・児童・

生徒に対する教育的愛情、教科等に関する専門的知識、広く豊かな教養、これら

を基盤とした実践的指導力等

② 今後特に求められる資質能力

地球的視野に立って行動するための資質能力（地球、国家、人間等に関する適

切な理解、豊かな人間性、国際社会で必要とされる基本的資質能力）、変化の時

代を生きる社会人に求められる資質能力（課題探求能力等に関わるもの、人間関

係に関わるもの、社会の変化に適応するための知識及び技術）、教員の職務から

必然的に求められる資質能力（幼児・児童・生徒や教育の在り方に関する適切な

理解、教職に対する愛着、誇り、一体感、教科指導、生徒指導等のための知識、

技能及び態度）

③ 得意分野を持つ個性豊かな教員

画一的な教員像を求めることは避け、生涯にわたり資質能力の向上を図るとい

う前提に立って、全教員に共通に求められる基礎的・基本的な資質能力を確保す

るとともに、積極的に各人の得意分野づくりや個性の伸長を図ることが大切であ

ること

○ また、平成１７年１０月の本審議会の答申「新しい時代の義務教育を創造する」

においては、優れた教師の条件について、大きく集約すると以下の3つの要素が重
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要であるとしている。

① 教職に対する強い情熱

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感など

② 教育の専門家としての確かな力量

子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導の力、学級づくりの力、学習指導

・授業づくりの力、教材解釈の力など

③ 総合的な人間力

豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュ

ニケーション能力などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力していくこと

○ これらの答申の文言や具体的な例示には若干の違いはあるものの、これからの社

会の進展や、国民の学校教育に対する期待等を考えた時、これらの答申で示した基

本的な考え方は、今後とも尊重していくことが適当である。むしろ、変化の激しい

時代だからこそ、変化に適切に対応した教育活動を行っていく上で、これらの資質

能力を確実に身に付けることの重要性が高まっているものと考える。

○ また、教職は、日々変化する子どもの教育に携わり、子どもの可能性を開く創造

的な職業であり、このため、教員には、常に研究と修養に努め、専門性の向上を図

ることが求められている。教員を取り巻く社会状況が急速に変化し、学校教育が抱

える課題も複雑・多様化する現在、教員には、不断に最新の専門的知識や指導技術

等を身に付けていくことが重要となっており、「学びの精神」がこれまで以上に強

く求められている。

５．教員養成・免許制度の改革の方向

① 大学の教育課程を、「教員として最小限必要な資質能力」（注１）を確実に身に

付けさせるものに改革する。

（注１） 「教員として最小限必要な資質能力」とは、平成９年の教養審第一次答申に

おいて示されているように、「養成段階で修得すべき最小限必要な資質能力」

を意味するものである。より具体的に言えば、「教職課程の個々の科目の履修

により修得した専門的な知識・技能を基に、教員としての使命感や責任感、教

育的愛情等を持って、学級や教科を担任しつつ、教科指導、生徒指導等の職務

を著しい支障が生じることなく実践できる資質能力」をいう。
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別添１

教職実践演習（仮称）について

１．科目の趣旨・ねらい

○ 教職実践演習（仮称）は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程外での様々な

活動を通じて、学生が身に付けた資質能力が、教員として最小限必要な資質能力とし

て有機的に統合され、形成されたかについて、課程認定大学が自らの養成する教員像

や到達目標等に照らして最終的に確認するものであり、いわば全学年を通じた「学び

の軌跡の集大成」として位置付けられるものである。学生はこの科目の履修を通じて、

将来、教員になる上で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、必要に応じて不

足している知識や技能等を補い、その定着を図ることにより、教職生活をより円滑に

スタートできるようになることが期待される。

○ このような科目の趣旨を踏まえ、本科目には、教員として求められる以下の４つの

事項を含めることが適当である。

①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項

②社会性や対人関係能力に関する事項

③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項

④教科・保育内容等の指導力に関する事項

○ また、本科目の企画、立案、実施に当たっては、常に学校現場や教育委員会との緊

密な連携・協力に留意することが必要である。

・・・

３．到達目標及び目標到達の確認指標例

含めることが
到達目標 目標到達の確認指標例

必要な事項

①使命感や責任 ○ 教育に対する使命感や情熱を持 ○ 誠実、公平かつ責任感を持

感、教育的愛 ち、常に子どもから学び、共に成 って子どもに接し、子どもか

情等に関する 長しようとする姿勢が身に付いて ら学び、共に成長しようとす

事項 いる。 る意識を持って、指導に当た

ることができるか。

○ 教員の使命や職務について

○ 高い倫理観と規範意識、困難に の基本的な理解に基づき、自

立ち向かう強い意志を持ち、自己 発的・積極的に自己の職責を

の職責を果たすことができる。 果たそうとする姿勢を持って

いるか。
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○ 自己の課題を認識し、その

解決に向けて、自己研鑽に励

○ 子どもの成長や安全、健康を第 むなど、常に学び続けようと

一に考え、適切に行動することが する姿勢を持っているか。

できる。 ○ 子どもの成長や安全、健康

管理に常に配慮して、具体的

な教育活動を組み立てること

ができるか。

②社会性や対人 ○ 教員としての職責や義務の自覚 ○ 挨拶や服装、言葉遣い、他

関係能力に関 に基づき、目的や状況に応じた適 の教職員への対応、保護者に

する事項 切な言動をとることができる。 対する接し方など、社会人と

しての基本が身についている

か。

○ 組織の一員としての自覚を持ち、○ 他の教職員の意見やアドバ

他の教職員と協力して職務を遂行 イスに耳を傾けるとともに、

することができる。 理解や協力を得ながら、自ら

の職務を遂行することができ

るか。

○ 保護者や地域の関係者と良好な ○ 学校組織の一員として、独

人間関係を築くことができる。 善的にならず、協調性や柔軟

性を持って、校務の運営に当

たることができるか。

○ 保護者や地域の関係者の意

見・要望に耳を傾けるととも

に、連携・協力しながら、課

題に対処することができる

か。

③幼児児童生徒 ○ 子どもに対して公平かつ受容的 ○ 気軽に子どもと顔を合わせ

理解や学級経 な態度で接し、豊かな人間的交流 たり、相談に乗ったりするな

営等に関する を行うことができる。 ど、親しみを持った態度で接

事項 することができるか。

○ 子どもの声を真摯に受け止

○ 子どもの発達や心身の状況に応 め、子どもの健康状態や性格、

じて、抱える課題を理解し、適切 生育歴等を理解し、公平かつ

な指導を行うことができる。 受容的な態度で接することが

できるか。
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○ 社会状況や時代の変化に伴

い生ずる新たな課題や子ども

○ 子どもとの間に信頼関係を築き、 の変化を、進んで捉えようと

学級集団を把握して、規律ある学 する姿勢を持っているか。

級経営を行うことができる。 ○ 子どもの特性や心身の状況

を把握した上で学級経営案を

作成し、それに基づく学級づ

くりをしようとする姿勢を持

っているか。

④教科・保育内 ○ 教科書の内容を理解しているな ○ 自ら主体的に教材研究を行

容等の指導力 ど、学習指導の基本的事項（教科 うとともに、それを活かした

に関する事項 等の知識や技能など）を身に付け 学習指導案を作成することが

ている。 できるか。

○ 教科書の内容を十分理解

○ 板書、話し方、表情など授業を し、教科書を介してわかりや

行う上での基本的な表現力を身に すく学習を組み立てるととも

付けている。 に、子どもからの質問に的確

に応えることができるか。

○ 子どもの反応や学習の定着状況 ○ 板書や発問、的確な話し方

に応じて、授業計画や学習形態等 など基本的な授業技術を身に

を工夫することができる。 付けるとともに、子どもの反

応を生かしながら、集中力を

保った授業を行うことができ

るか。

○ 基礎的な知識や技能につい

て反復して教えたり、板書や

資料の提示を分かりやすくす

るなど、基礎学力の定着を図

る指導法を工夫することがで

きるか。

（注１）到達目標は、学生が具体的にどの程度のレベルまで修得している（身に付いて

いる）ことが必要であるかを示した基本的・共通的な指標である。したがって課

程認定大学の判断により、これらの到達目標に加えて別の目標も設定することは

可能である。

（注２）確認指標例は、どのような観点に基づけば、到達目標に達しているかどうか確

認できるかを例示したものである。課程認定大学においては、到達目標との関連
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を考慮して、適宜、確認指標例を組み合わせたり、あるいは別の確認指標例を付

加して確認を行うことが望ましい。

参考資料

２．教職大学院におけるカリキュラムイメージについて（第二次試案）

Ⅰ．はじめに

２．カリキュラム設計に当たっての基本的な考え方

(2) カリキュラムの履修により養成すべき資質能力

教職大学院は、高度専門職業人としての教員の養成を目的とするものであること

から、各大学におけるカリキュラムの設定にあたっては、そのカリキュラムの総体

及び各科目の履修により学生に修得させ、養成する資質能力を明確にする必要があ

る。

① 教職大学院においてより焦点化して養成すべき具体的資質能力

教職大学院において焦点化して養成すべき資質能力は、現実には総合的なもの

であり、教職活動の一連のプロセスを高度にマネジメントしながら実際に遂行で

きる力量であるが、あらかじめ分節化して明示すれば次のようになる。

なお、教員としての実践的指導力の向上には、幅広い人間性や深い教養の育成

が不可欠であることは言うまでもなく、これは教職大学院においても例外ではな

い。

（ア）問題や事象に関して理論との架橋・往還によって問題の解決の方向を見通

すことのできる、高度の「解釈力・診断力」

（イ）それに支えられた具体的な問題解決策の「企画力」

（ウ）それを実地に試みるために必要な、優れた授業力をはじめとする「実践的

な展開力」

（エ）これらに関して客観的に評価したり反省的に思考する等の「評価力」
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２．新しい時代の義務教育を創造する(答申)

(平成１７年１０月２６日 中央教育審議会)

第２章 教師に対する揺るぎない信頼を確立する－教師の質の向上－

（1）あるべき教師像の明示

○ 人間は教育によってつくられると言われるが、その教育の成否は教師にかかってい

ると言っても過言ではない。国民が求める学校教育を実現するためには、子どもたち

や保護者はもとより、広く社会から尊敬され、信頼される質の高い教師を養成・確保

することが不可欠である。

○ 優れた教師の条件には様々な要素があるが、大きく集約すると次の3つの要素が重

要である。

① 教職に対する強い情熱

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感などである。

また、教師は、変化の著しい社会や学校、子どもたちに適切に対応するため、常

に学び続ける向上心を持つことも大切である。

② 教育の専門家としての確かな力量

「教師は授業で勝負する」と言われるように、この力量が「教育のプロ」のプ

ロたる所以である。この力量は、具体的には、子ども理解力、児童・生徒指導力、

集団指導の力、学級作りの力、学習指導・授業作りの力、教材解釈の力などから

なるものと言える。

③ 総合的な人間力

教師には、子どもたちの人格形成に関わる者として、豊かな人間性や社会性、

常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュニケーション能力などの人

格的資質を備えていることが求められる。また、教師は、他の教師や事務職員、

栄養職員など、教職員全体と同僚として協力していくことが大切である。
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３．養成と採用・研修との連携の円滑化について(第３次答申)

(平成１１年１２月１０日 教育職員養成審議会)

Ⅱ 教員に求められる資質能力について

３．教員の各ライフステージに応じて求められる資質能力

教員についても，日々の職務及び研修を通じてその資質能力が育成されていくもの

であり，また，各ライフステージに応じて学校において担うべき役割が異なることか

ら，各段階に応じた資質能力を備えることが必要となる。以下，初任者の段階，中堅

教員の段階，管理職の段階に分けて，それぞれの段階に必要な資質能力について検討

する。

(1) 初任者の段階

大学の教職課程で取得した基礎的，理論的内容と実践的指導力の基礎等を前提と

して，採用当初から教科指導，生徒指導等を著しい支障が生じることなく実践でき

る資質能力が必要であり，さらに，教科指導，生徒指導，学級経営等，教職一般に

ついて一通りの職務遂行能力が必要である。養護教諭については，心身の健康観察，

救急処置，保健指導等児童・生徒の健康保持増進について，採用当初から実践でき

る資質能力が必要である。

(2) 中堅教員の段階

学級担任，教科担任として相当の経験を積んだ時期であるが，特に，学級・学年

運営，教科指導，生徒指導等の在り方に関して広い視野に立った力量の向上が必要

である。また，学校において，主任等学校運営上重要な役割を担ったり，若手教員

への助言・援助など指導的役割が期待されることから，より一層職務に関する専門

知識や幅広い教養を身に付けるとともに，学校運営に積極的に参加していくことが

できるよう企画立案，事務処理等の資質能力が必要である。養護教諭については，

保健室経営の在り方，学校保健の推進等に関して広い視野に立った力量の向上が必

要である。

(3) 管理職の段階

地域や子どもの状況を踏まえた創意工夫を凝らした教育活動を展開するため，教

育に関する理念や識見を有し，地域や学校の状況・課題を的確に把握しながら，学

校の目標を提示し，その目標達成に向けて教職員の意欲を引き出すなどのリーダー

シップを発揮するとともに，関係機関等との連携・折衝を適切に行い，組織的，機

動的な学校運営を行うことのできる資質を備え，また，学校運営全体を視野に入れ

た総合的な事務処理を推進するマネジメント能力等の資質能力が必要である。

以上検討してきた教員に求められる資質能力を前提として，このような資質能力を備

える教員を確保するため，今後どのように採用の改善を行い，また研修の見直しを行い，

さらに大学と教育委員会等の連携方策の充実を図るべきか，以下それぞれについて検討

することとしたい。
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４．新たな時代に向けた教員養成の改善方策について（第１次答申）

（平成９年７月２８日 教育職員養成審議会）

I 教員に求められる資質能力と教職課程の役割

１．教員に求められる資質能力

諮問における検討事項に対する本審議会の見解を明らかにするに先立ち、その前

提となる「教員に求められる資質能力」について検討してみることとしたい。

(1) いつの時代も教員に求められる資質能力

昭和６２年１２月１８日付けの本審議会答申「教員の資質能力の向上方策等に

ついて」（以下「昭和６２年答申」という。）の記述（注）等をもとに考えてみる

と、教員の資質能力とは、一般に、「専門的職業である『教職』に対する愛着、

誇り、一体感に支えられた知識、技能等の総体」といった意味内容を有するもの

で、「素質」とは区別され後天的に形成可能なものと解される。

昭和６２年答申に掲げられた資質能力は教員である以上いつの時代にあっても

一般的に求められるものであると考えるが、このような一般的資質能力を前提と

しつつ、今日の社会の状況や学校・教員を巡る諸問題を踏まえたとき、今後特に

教員に求められる資質能力は、具体的にどのようなものであろうか。

（注） 「学校教育の直接の担い手である教員の活動は、人間の心身の発達

にかかわるものであり、幼児・児童・生徒の人格形成に大きな影響を

及ぼすものである。このような専門職としての教員の職責にかんがみ、

教員については、教育者としての使命感、人間の成長・発達について

の深い理解、幼児・児童・生徒に対する教育的愛情、教科等に関する

専門的知識、広く豊かな教養、そしてこれらを基盤とした実践的指導

力が必要である」（昭和６２年答申「はじめに」）など。

(2) 今後特に教員に求められる具体的資質能力

これからの教員には、変化の激しい時代にあって、子どもたちに［生きる力］

を育む教育を授けることが期待される。そのような観点から、今後特に教員に求

められる資質能力の具体例を、上記(1)に掲げた一般的資質能力との重複や事項

間の若干の重複をいとわず図式的に整理してみると、概ね以下の［参考図］のよ

うになると考える。

すなわち、未来に生きる子どもたちを育てる教員には、まず、地球や人類の在

り方を自ら考えるとともに、培った幅広い視野を教育活動に積極的に生かすこと

が求められる。さらに、教員という職業自体が社会的に特に高い人格・識見を求

められる性質のものであることから、教員は変化の時代を生きる社会人に必要な

資質能力をも十分に兼ね備えていなければならず、これらを前提に、当然のこと

として、教職に直接関わる多様な資質能力を有することが必要と考える。
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［参考図］今後特に教員に求められる具体的資質能力の例

地球的視野に立って行動するための資質能力

地球、国家、人間等に関する適切な理解

例：地球観、国家観、人間観、個人と地球や国家の関係についての適切

な理解、社会・集団における規範意識

豊かな人間性

例：人間尊重・人権尊重の精神、男女平等の精神、思いやりの心、ボラ

ンティア精神

国際社会で必要とされる基本的資質能力

例：考え方や立場の相違を受容し多様な価値観を尊重する態度、国際社

会に貢献する態度、自国や地域の歴史・文化を理解し尊重する態度

変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力

課題解決能力等に関わるもの

例：個性、感性、創造力、応用力、論理的思考力、課題解決能力、継続

的な自己教育力

人間関係に関わるもの

例：社会性、対人関係能力、コミュニケーション能力、ネットワーキン

グ能力

社会の変化に適応するための知識及び技能

例：自己表現能力（外国語のコミュニケーション能力を含む。）、メディ

ア・リテラシー、基礎的 なコンピュータ活用能力

教員の職務から必然的に求められる資質能力

幼児・児童・生徒や教育の在り方に関する適切な理解

例：幼児・児童・生徒観、教育観（国家における教育の役割についての

理解を含む。）

教職に対する愛着、誇り、一体感

例：教職に対する情熱・使命感、子どもに対する責任感や興味・関心

教科指導、生徒指導等のための知識、技能及び態度

例：教職の意義や教員の役割に関する正確な知識、子どもの個性や課題

解決能力を生かす能力、子どもを思いやり感情移入できること、カ

ウンセリング・マインド、困難な事態をうまく処理できる能力、地

域・家庭との円滑な関係を構築できる能力



- 11 -

教員に求められる資質能力は、語る人によってその内容や強調される点が区々

であり、それらすべてを網羅的に掲げることは不可能であるが、今日の社会の状

況や学校・教員を巡る諸課題を念頭に置くと、主として上記のようなものを例示

的に挙げ得るものと考える。

(3) 得意分野を持つ個性豊かな教員の必要性

このように教員には多様な資質能力が求められ、教員一人一人がこれらについ

て最小限必要な知識、技能等を備えることが不可欠である。しかしながら、すべ

ての教員が一律にこれら多様な資質能力を高度に身に付けることを期待しても、

それは現実的ではない。

むしろ学校では、多様な資質能力を持つ個性豊かな人材によって構成される教

員集団が連携・協働することにより、学校という組織全体として充実した教育活

動を展開すべきものと考える。また、いじめや登校拒否の問題をはじめとする現

在の学校を取り巻く問題の複雑さ・困難さの中では、学校と家庭や地域社会との

協力、教員とそれ以外の専門家（学校医、スクール・カウンセラー等）との連携

・協働が一層重要なものとなることから、専門家による日常的な指導・助言・援

助の体制整備や学校と専門機関との連携の確保などを今後更に積極的に進める必

要がある。

さらに、教員一人一人の資質能力は決して固定的なものでなく、変化し、成長

が可能なものであり、それぞれの職能、専門分野、能力・適性、興味・関心等に

応じ、生涯にわたりその向上が図られる必要がある。教員としての力量の向上は、

日々の教育実践や教員自身の研鑽により図られるのが基本であるが、任命権者等

が行う研修もまた極めて重要である。現職研修の体系や機会は着実に整備されつ

つあるが、今後一層の充実が期待される。

このようなことを踏まえれば、今後における教員の資質能力の在り方を考える

に当たっては、画一的な教員像を求めることは避け、生涯にわたり資質能力の向

上を図るという前提に立って、全教員に共通に求められる基礎的・基本的な資質

能力を確保するとともに、さらに積極的に各人の得意分野づくりや個性の伸長を

図ることが大切である。結局は、このことが学校に活力をもたらし、学校の教育

力を高めることに資するものと考える。
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５．教員の資質能力の向上方策等について

（昭和６２年１２月１８日 教育職員養成審議会）

はじめに

学校教育の直接の担い手である教員の活動は、人間の心身の発達にかかわるものであ

り、幼児・児童・生徒の人格形成に大きな影響を及ぼすものである。このような専門職

としての教員の職責にかんがみ、教員については、教育者としての使命感、人間の成長

・発達についての深い理解、幼児・児童・生徒に対する教育的愛情、教科等に関する専

門的知識、広く豊かな教養、そしてこれらを基盤とした実践的指導力が必要である。

このような教員としての資質能力は、養成・採用・現職研修の各段階を通じて形成さ

れていくものであり、その向上を図るための方策は、それぞれの段階を通じて総合的に

講じられる必要がある。

この場合、現下の教育課題を解決し、教育の質的水準を高めるために、従来にも増し

て、教員の資質能力の向上を図ることが強く要請されていることに留意しなければなら

ない。

これに応えるためには、まず、養成段階において真に教員にふさわしい人材を養成す

ることが必要であり、そのためには開放性の原則に立ちつつ、教員養成課程における専

門性の一層の充実を図るとともに、より深い学識を備えた者が積極的に教職に就くこと

ができるようにする必要がある。

同時に、社会的経験を積んだ教員にふさわしい者を広く教育界に迎え入れることがで

きるような配慮も大切である。

また、現職研修については、日々の教育実践が教員としての力量を高めることは確か

であるが、更に、別の角度からの研修を通じて教育実践の在り方を見直すことも重要で

あることから、このような研修を組織的、体系的に実施する必要がある。
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